











































































































































































































北戦争歴戦の退役砲兵大尉ジェーンズを給料月 400 円の 3 年契約で雇用










こうして 400～500 人の志願者のなかから 45 人が選抜される。熊本お
よび熊本周辺居住の下級士族の子弟が多かった［篠田 1965b：458―4
61］。洋学修行の能力を考慮して、10 歳以上 15 歳以下という規定であっ





















［杉井 1965a：112, 149］。第 1 期生 45 人中、洋学についていけないなど
の理由で早々に 12 人脱落して、2 年進級は 33 人となったが、ジェーン
ズは成績優秀な数名を後進生教授方に抜擢して下級生の指導に当たらせ、
組数の増加に対応した［杉井 1965a：156］。
洋学校第 2 期生および第 3 期生
洋学校の評判が高かったのであろう。定員 50 人のところ、1872 年入






































1923：224］、求道者の出現にかかわらず、1875 年 9 月ジェーンズの雇
用契約が更新された。旧藩主の寄付で 1 年だけ任期が延伸されていたの
である。



















35 人（第 1 期生 3 人、第 2 期生 9 人、第 3 期生 1 人、第 4、5 期生 22
































































































延伸されていたジェーンズの任期が 1876 年 10 月で切れるのと、洋学
校の支持基盤であった豪農層が西教派子弟の輩出をみて熱意を失い、洋
学校自体の存続も危ぶまれたので、同年 7 月第 2 期生 11 人の卒業とと









こに含まれる。さらに翌 77 年 9 月、東京の開成学校で学ぶ山崎と横井、








































































































































しての開拓伝道の実習とで鍛えられ、いよいよ 79 年 6 月最初の卒業生
が出た。
同年 4 月札幌バンドの 1 人に宛てた書信で新島は、「来る 6 月卒業す
る生徒は、悉く信徒にて皆何れの任地にあるも基督に従い人の益をも計
る輩なりと確信す」［大島 1991：176］と期待している。15 人の卒業生
はことごとく熊本バンドの若者、洋学校第 1 期生 4 人、第 2 期生 11 人
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同志社第 1 回卒業生 15 人の生年を調べると、ほぼ 8 割が 1856 ～
1858 年生まれ、その年齢差は 2 歳以内であった。全体で生年に 3 歳ほ
どの幅があるのは、洋学修行を考慮して、熊本洋学校の入学年齢が 11
歳から 15 歳以下と幅広く、単年でなかったためである。該当 1 人だけ
の出生年次を除いて入学卒業の年齢をみれば、洋学校第 1 期生の入学は
14 歳、卒業は 18 歳、第 2 期生の入学は 15 ～ 16 歳、卒業は 19 ～ 20 歳
で、ともにほぼ 15 歳ころまでに入学し、10 歳代後半洋学校で 4 年間訓
練を受けたことになる。彼らの同志社入学は同年であるので一纏めにし
て言えば、入学は 18 ～ 20 歳、卒業は 21 ～ 23 歳となる。20 歳前後 3
年間、同志社で専門教育を受けたのである。
洋学校と同志社を繋げるなら、熊本バンドを代表するこれらの人たち
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